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大
里　

ア
イ
ガ
モ
農
法
に

取
り
組
ん
だ
の
は
ど
う
し

て
で
す
か
。

星
野　

食
管
法
改
正
で
個

人
で
も
自
由
に
米
を
売
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
小

売
り
を
始
め
、
平
成
9
年

に
近
隣
農
家
と
有
限
会
社

を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。
岡

飯
田
は
天
然
水
が
よ
く
環

境
は
い
い
。
け
れ
ど
田
は

狭
い
。
何
と
か
付
加
価
値

を
つ
け
よ
う
と
模
索
し
た

末
、
7
年
前
か
ら
一
部
の

田
に
ア
イ
ガ
モ
の
ヒ
ナ
を

放
す
こ
と
に
。
田
植
え
後

か
ら
穂
が
出
始
め
る
7
月

ご
ろ
ま
で
、
よ
く
除
草
し

て
く
れ
ま
す
よ
。
ほ
か
と

比
べ
収
量
は
落
ち
ま
す
が
、

ち
ば
エ
コ
農
産
物
の
認
証

を
受
け
て
、
相
応
の
単
価

で
売
れ
て
い
ま
す
。

大
里　

今
は
消
費
量
が
減

り
、
高
く
て
も
い
い
も
の

を
食
べ
た
い
と
い
う
傾
向

に
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

星
野　

え
え
、
安
い
米
を

欲
し
が
る
人
も
い
れ
ば
高

く
て
も
い
い
米
が
欲
し
い

と
い
う
人
も
。
相
場
に
合

わ
せ
値
段
を
下
げ
た
ら
、

消
費
者
か
ら
米
が
悪
く

な
っ
た
の
か
と
言
わ
れ
て
。

大
里　

逆
に
不
安
が
ら
れ

た
ん
で
す
ね
。
安
定
供
給

し
て
も
ら
え
れ
ば
、
農
家

か
ら
直
接
買
う
安
心
感
は

あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
米
は

談
ふたり・香取・語り

利根川下流域に広がる水田地帯と

肥よくな耕作土が層をなす北総台地。

それらを擁する緑豊かな自然景観は、

新しい郷土「香取市」を代表する顔となる。

この大地に育まれた農業で生きるふたりが

初めて出会い、語り合う。

こだわりの味にかける思いをー。

「風土がつくった逸品」

星
ほ し

野
の

豊
と よ

雄
お

1955年生まれ。農業。ＪＡか
とり栗源支店園芸部ベニコ
マチ部会に所属。また、道の
駅「栗源紅小町の郷」にサツ
マイモのほか野菜を卸す会
員でもある。ベニコマチ生
産歴は30年。

シリーズ

稲作農家と畑作農家が語る

「
ベ
ニ
コ
マ
チ
は
作
り
づ
ら
い
か
ら
作
っ
て
い
る
、

そ
う
い
う
魅
力
も
あ
る
ん
だ
よ
ね
、
逆
に
」

1938年生まれ。農業。農家
6軒でつくる有限会社岡飯
田ライスセンター六ツ星の
代表取締役を務める。防虫
除草のためのアイガモ農法
などに取り組み、岡飯田米
を全国に宅配。

「
岡
飯
田
は
天
然
水
が
い
い
。
け
れ
ど
田
は
狭
い
。

付
加
価
値
を
模
索
し
た
末
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

売
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

星
野　

最
初
は
近
所
の
福

祉
施
設
の
本
部
が
あ
る
東

京
へ
売
り
込
み
に
行
き
、

関
係
者
に
食
べ
て
も
ら
っ

て
注
文
を
取
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
今
は
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
全
国
に
宅
配
。
籾も

み

で
貯
蔵
し
、
注
文
の
あ
っ

た
量
を
毎
月
届
け
て
い
ま

す
。
で
も
イ
モ
の
場
合
は

貯
蔵
が
大
変
で
し
ょ
う
。

大
里　

掘
り
た
て
の
物
と

貯
蔵
し
て
数
カ
月
の
物

と
、
食
味
は
変
わ
ら
な
い

ん
で
す
が
色
に
変
化
が
出

ま
す
。
そ
れ
に
イ
モ
な
ど

は
掘
る
ま
で
見
え
な
い
。

そ
の
不
安
は
あ
り
ま
す
。

星
野　

作
物
は
天
候
に
左

右
さ
れ
る
か
ら
。

大
里　

ベ
ニ
コ
マ
チ
は
、

30
年
く
ら
い
前
に
栗
源

で
県
の
試
験
場
へ
頼
ん
で

作
っ
て
も
ら
っ
た
品
種

で
、
一
時
ブ
ー
ム
に
な
っ

た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
曲

が
る
の
が
特
徴
の
イ
モ
だ

か
ら
収
穫
時
に
折
れ
や
す

く
収
量
が
落
ち
、

店
頭
に
並
べ
て

も
見
た
目
が
悪

い
。
単
価
も
上
が

ら
な
い
の
で
、
生

産
者
が
10
数
人

ほ
ど
に
激
減
し

て
し
ま
っ
て
。
農

協
か
ら
ベ
ニ
コ
マ
チ
に
こ

だ
わ
る
焼
イ
モ
屋
が
あ
る

横
須
賀
の
市
場
に
送
る
く

ら
い
で
、
千
葉
県
で
は
ほ

と
ん
ど
売
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
時
代
も
あ
っ
た

ん
で
す
。
で
も
、
味
が
よ

く
希
少
価
値
の
高
い
ベ
ニ

コ
マ
チ
を
継
続
さ
せ
よ
う

と
農
協
の
支
援
も
あ
っ

て
、今
に
続
い
て
い
ま
す
。

星
野　

改
良
で
作
り
や
す

く
は
な
ら
な
い
ん
で
す
か
。

大
里　

形
状
の
よ
い
も
の

は
で
き
て
も
自
慢
の
食
味

が
落
ち
る
ん
で
す
。ま
ぁ
、

作
り
づ
ら
い
か
ら
作
っ
て

い
る
と
い
う
魅
力
も
あ
る

ん
だ
よ
ね
、
逆
に
︵
笑
︶。

星
野　

そ
れ
で
、
販
路
の

確
保
は
。

大
里　

ほ
と
ん
ど
道
の

駅
で
す
。
一
度

ベ
ニ
コ
マ
チ
の

生
産
を
辞
め
た

人
が
、
道
の
駅

に
納
め
る
楽
し

み
が
で
き
て
復

帰
し
て
く
れ
た

例
も
あ
る
ん
で

す
。

星
野　

地
元
で
売
れ
る
と

い
う
の
が
強
み
だ
な
ぁ
。

大
里　

最
近
は
商
品
と
し

て
売
れ
な
い
も
の
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
、
焼
酎
も

造
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
地

元
酒
店
だ
け
で
し
か
販
売

し
て
な
い
け
れ
ど
、
引
き

合
い
は
来
て
い
る
よ
う
で

す
よ
。

星
野　

う
ち
で
も
そ
の
後
、

発
芽
玄
米
や
玄
米
味み

そ噌
な

ど
も
始
め
て
販
路
を
広
げ

て
い
ま
す
。
消
費
者
を
招

い
て
イ
モ
掘
り
な
ど
を
す

る
交
流
会
も
年
2
回
、
今

年
で
22
回
を
数
え
ま
す
。

若
い
人
た
ち
も
、
安
心
で

安
全
な
お
い
し
い
米
を
こ

れ
か
ら
も
届
け
て
い
こ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
。

大
里　

農
業
も
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
が
魅
力
を
感

じ
る
よ
う
な
も
の
に
な
ら

な
い
と
。
や
り
方
し
だ
い

で
も
う
か
る
ん
だ
と
。
今

は
消
費
者
に
対
し
て
ア

ピ
ー
ル
で
き
て
値
段
も
つ

け
ら
れ
る
ん
で
す
か
ら
。

星
野　

農
業
は
お
も
し
ろ

い
し
、張
り
合
い
が
あ
る
。

そ
れ
を
若
い
世
代
に
伝
え

て
い
か
な
い
と
ね
。

︵
対
談 

平
成
18
年
3
月
15
日
︶

大
お お

里
さ と

定
さ だ

示
じ

×

道の駅「栗源紅小町の郷」に納める大里さん

アイガモを見守る星野さん

（岡
おか

飯
いい

田
だ

）

さ
ん

（沢
さわ

）

さ
ん



本
庁

【
部
長
級
】

▼
高
橋　

茂
（
総
務
部
長
）

▼
篠
塚
正
勝
（
企
画
財
政
部
長
）

▼
椎
名
哲
夫
（
市
民
環
境
部
長
）

▼
齋
藤　

清
（
健
康
福
祉
部
長
）

▼
髙
木　

茂
（
建
設
経
済
部
長
）

▼
菅
井
國
郎（
建
設
経
済
部
参
事
）

▼
根
本
義
郎
（
水
道
部
長
）
▼
澁

谷
光
男
（
教
育
部
長
）

▼
篠
塚
貞
夫
（
議
会
事
務
局
長
）

【
課
長
級
】

▼
木
内　

覚
（
総
務
課
長
）
▼
坂

本　

弘
（
職
員
課
長
）
▼
久
保
木

純
生
（
秘
書
広
報
課
長
）
▼
石
田

清
隆
（
企
画
政
策
課
長
）
▼
篠
塚

　

章
（
財
政
課
長
）
▼
加
藤
文
雄

（
税
政
課
長
）
▼
安
部　

正
（
市

民
課
長
）
▼
木
内　

保
（
生
活
環

境
課
長
）
▼
菅
井　

孝
（
健
康
福

祉
課
長
）
▼
篠
塚　

寿
（
児
童
生

活
課
長
）
▼
佐
藤
秀
樹
（
農
政
課

長
）
▼
瀬
宮
洋
嘉
（
商
工
観
光
課

長
）
▼
福
水
俊
樹
（
都
市
建
設
課

長
）
▼
相
川
秀
二
（
下
水
道
課
長
）

▼
久
保
木
裕
明
（
会
計
課
長
）
▼

篠
塚
吉
夫
（
水
道
課
長
）
▼
大
山

　

弘
（
教
育
総
務
課
長
）
▼
平
山

嘉
之
（
学
校
教
育
課
長
）
▼
福
水

睦
夫
（
生
涯
学
習
課
長
）
▼
高
木

秀
雄
（
議
会
事
務
局
次
長
）
▼
竹

蓋
常
夫（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
鎌
形　

明
（
監
査
委
員
事
務
局

長
）

佐
原
区
事
務
所

【
部
長
級
】

▼
角
田
哲
男
（
区
事
務
所
長
）

▼
香
取　

清
和
（
同
参
事
）

【
課
長
級
】

▼
香
取
正
人
（
自
治
振
興
課
長
）

▼
久
保
木
紀
幸
（
税
務
課
長
）
▼

吉
岡
桂
枝
（
市
民
生
活
課
長
）
▼

岩
瀬
武
彦
（
同
副
参
事
）
▼
土
戸

貞
美
（
環
境
安
全
課
長
）
▼
多
田

恒
夫
（
同
副
参
事
）
▼
大
谷
恵
造

（
福
祉
推
進
課
長
）
▼
香
取
恒
夫

（
同
副
参
事
）
▼
郡　

増
美
（
児

童
生
活
支
援
課
長
）
▼
木
内　

稔

（
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
石
川

一
美
（
農
業
振
興
課
長
）
▼
小
林

　

博
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
▼

加
瀬
正
人
（
都
市
整
備
課
長
）
▼

田
村
克
美
（
土
木
課
長
）
▼
杉
本

耕
二
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼

藤
田　

繁
（
同
副
参
事
）
▼
笹
本

和
美
（
水
道
事
務
所
長
）
▼
堀
越

春
男
（
教
育
事
務
所
長
）
▼
中
澤

美
弘
（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼

多
田
好
男（
生
涯
学
習
推
進
課
長
）

▼
平
山
豊
二
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▼
根
本　

博
（
佐

原
中
央
公
民
館
長
）

小
見
川
区
事
務
所

【
部
長
級
】

▼
絵
鳩　

寛
（
区
事
務
所
長
）

【
課
長
級
】

▼
篠
塚
富
義
（
自
治
振
興
課
長
）

▼
宮
崎
誠
悦
（
税
務
課
長
）
▼
黒

田
芳
男
（
市
民
環
境
課
長
）
▼
内

山
隆
師
（
健
康
福
祉
課
長
）
▼
宮

崎
勝
与
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
阿
蒜
久
仁
夫
（
農
政
課
長
）
▼

荒
井　

孝
（
商
工
観
光
課
長
）
▼

鈴
木
一
郎
（
都
市
建
設
課
長
）
▼

角
田
伸
一
（
下
水
道
課
長
）
▼
佐

藤　

豊
（
水
道
事
務
所
長
）
▼
木

村　

博
（
浄
水
課
長
）
▼
土
屋
照

夫
（
教
育
事
務
所
長
）
▼
木
村
博

光
（
生
涯
学
習
課
長
）
▼
鈴
木　

彰
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）

山
田
区
事
務
所

【
部
長
級
】

▼
木
内　

勇
（
区
事
務
所
長
）

【
課
長
級
】

▼
髙
岡　

茂
（
自
治
振
興
課
長
）

▼
鎌
形
恒
一
（
税
務
課
長
）
▼
奈

良　

昇
（
市
民
環
境
課
長
）
▼
岩

立
貴
博
（
健
康
福
祉
課
長
）
▼
奈

良
好
雄
（
産
業
振
興
課
長
）
▼
八

本
栄
治
（
都
市
建
設
課
長
）
▼
多

田
茂
夫
（
教
育
事
務
所
長
）
▼
秋

葉
三
千
男
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
）

栗
源
区
事
務
所

【
部
長
級
】

▼
佐
藤
隆
夫
（
区
事
務
所
長
兼
自

治
振
興
課
長
）

【
課
長
級
】

▼
江
波
戸
博
（
税
務
課
長
兼
市
民

環
境
課
長
）
▼
渋
谷
武
男
（
健
康

福
祉
課
長
）
▼
伊
藤
敏
昭
（
産
業

振
興
課
長
）
▼
小
山
田
孝
志
（
都

市
建
設
課
長
）
鵜
澤　

清
明
（
教

育
事
務
所
長
）

派
遣

【
部
長
級
】

高
城
徳
能
（
香
取
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
事
務
局
長
）
▼
篠
塚
純

夫
（
北
総
西
部
衛
生
組
合
事
務
局

長
）

【
課
長
級
】

▼
五
喜
田
博
之
（
北
総
西
部
衛
生

組
合
次
長
）
▼
鈴
木
利
治
（
香
取

市
東
庄
町
病
院
組
合
事
務
長
）
▼

高
橋
信
浩
（
香
取
市
東
庄
町
病
院

組
合
事
務
次
長
）▼
金
親
康
祐（
香

取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

次
長
）
▼
橋
本
吉
之
（
香
取
郡
市

文
化
財
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
▼

玉
造
和
男
（
香
取
市
社
会
福
祉
協

議
会
山
田
支
所
長
）

香取市人事
　4月1日現在の課長級以上の職員配置を
お知らせします。
問い合わせ　職員課　☎（50）1240

東日本で最大規模

　

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
が
平
成
16
年
度
か
ら
伊
地

山
地
区
に
建
設
を
進
め
て
い

た
﹁
第
二
伊
地
山
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
﹂
が
完
成
し
、
3

月
15
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
最
終
処
分

場
の
埋
め
立
て
容
量
が
限
界
に

達
す
る
た
め
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
た
処
分
場
は
、
関
東
地
方

で
は
初
め
て
の
被
覆
型
処
分
場

で
、
処
理
能
力
も
東
日
本
で
最

大
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
処
分
場
は
、焼
却
灰
、

不
燃
物
残
さ
な
ど
を
最
終
的
に

埋
め
立
て
る
施
設
で
、
国
の
新

し
い
指
針
や
構
造
基
準
に
適
合

し
た
、
よ
り
安
全
で
信
頼
性
の

高
い
管
理
型
の
最
終
処
分
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

処
分
場
は
、
埋
め
立
て
中
の

埋
め
立
て
処
分
地
を
屋
根
で
覆

う
被
覆
型
の
処
分
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
貯
留
構
造
物
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
貯
留
層
︵
6

槽
︶
で
壁
面
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

系
シ
ー
ト
、
底
部
は
二
重
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
系
シ
ー
ト
の
遮
水

構
造
と
な
っ
て
お
り
、
廃
棄
物

や
粉
じ
ん
の
飛
散
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
降
雨
に
よ
る
浸
出

水
の
発
生
を
抑
え
水
量
制
御
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

埋
め
立
て
処
分
地
内
で
発
生

し
た
浸
出
水
は
、
浸
出
処
理
施

設
で
高
度
処
理
を
行
い
、
脱
塩

処
理
施
設
に
お
い
て
塩
類
を
除

去
す
る
こ
と
で
、
安
全
に
配
慮

し
た
処
理
施
設
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
既
存
焼
却
施
設
の

冷
却
水
と
し
て
再
利
用
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

☎
（50）
1
7
0
0

浸
出
水
処
理
施
設

被
覆
型
処
分
場

廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
完
成

廃
棄
物
貯
留
層
を
覆
う
移
動
式
屋
根
（
被
覆
施
設
）
を
見
学
す
る
竣
工
式
参

加
者
―
―
貯
留
層
は
６
槽
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、１
槽
分
（
埋
め
立
て
区
画
）

を
屋
根
で
覆
い
、
埋
め
立
て
が
完
了
す
る
約
２
年
半
ご
と
に
屋
根
を
移
動
。

軽
量
屋
根
を
採
用
す
る
こ
と
で
簡
便
な
施
設
が
可
能
と
な
っ
た

安
全
対
策
を
講
じ
た
遮
水
シ
ス
テ
ム

―
―

貯
留
層
に
は
、
遮
水
シ
ー
ト
を
敷

設
し
、
浸
出
水
の
漏
え
い
に
よ
る
環

境
汚
染
を
防
止
す
る
と
と
も
に
遮
水

シ
ー
ト
に
破
損
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
で
安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
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市長選挙は4月30日㈰です。

　

佐
原
市
の
学
校
教
育
充
実

の
た
め
１
千
万
円
の
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。
昭
和
25
年
か

ら
47
年
ま
で
香
取
郡
市
内
の

中
学
校
教
諭
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　4月30日（日）は香取市長選挙の投票日
です。
　香取市の未来を左右する大事な選挙で
す。安心して暮らせるまちづくりの第一歩を
任せられる候補者を選んで投票しましょう。
投票時間は、7時から20時までです。
　開票は、同日の21時30分から香取市民
体育館で行われます。

　香取市において使用する投票所入場整理
券は、圧着式の封筒に印刷されています。1
枚につき6人分まで印刷されていますので、
投票所へは各自切り離してお持ちください。
受付を円滑にするため、ご協力をお願いし
ます。

　投票日当日に投票所へ行けない人は、期日前投票ができます。
　お住まいの地区にかかわらず、どの期日前投票所でも投票ができますので、ご
利用ください。
　■日時　4月24日（月）～29日（土）　8時30分～20時
　■期日前投票所　香取市役所　　　１階市民ホール
　　　　　　　　　小見川区事務所　１階情報センター
　　　　　　　　　山田区事務所　　１階市民ギャラリー
　　　　　　　　　栗源区事務所　　１階１０１会議室
　■持参するもの　投票所入場整理券

　都道府県選挙管理委員会が指定した病院や老人ホームなどに入院・入所中
の人は、その施設内で不在者投票ができます。
　手続きなどは、各施設窓口でお尋ねください。

　香取市長選挙の選挙公報を新聞折り込み、郵送にて配布します。
　また、市内郵便局などにも備え置きますのでご自由にお持ちください。

　香取市長選挙における各候補者のポスターは、市内330カ所の公営ポス
ター掲示場に貼

は

られます。この前には、駐車したり、見るのを妨害したりするも
のを置かないでください。
問い合わせ　香取市選挙管理委員会　☎（50）1227　　

　

高
齢
者
支
援
の
拠
点
と
し

て
、
市
内
2
カ
所
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

4
月
か
ら
支
援
事
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
や
社
会
福
祉
士
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
職
員
が
中

心
と
な
り
、
高
齢
者
が
寝
た
き

り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
介
護

予
防
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

主
な
事
業

介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策

定
、
評
価
な
ど
を
行
い
ま
す
。

総
合
相
談
・
支
援
介
護

　

介
護
保
険
だ
け
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
地
域
資
源

を
利
用
し
た
総
合
的
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

権
利
擁
護
、

虐
待
早
期
発
見
・
防
止

地域包括支援センター
4月からスタート

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
人
権
や

財
産
を
守
る
権
利
擁
護
や
虐
待

防
止
の
拠
点
と
し
て
、成
年
後
見

制
度
の
活
用
や
虐
待
の
早
期
発

見
・
防
止
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
支
援

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
支
援
困
難
事

例
に
対
す
る
助
言
を
行
い
ま
す
。

設
置
場
所
・
問
い
合
わ
せ

○
佐
原
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
︵　

福
祉
推
進
課
内
︶

☎
（50）
1
2
0
8

担
当
地
域
⋮
佐
原
区
・
栗
源
区

○
小
見
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
︵　

健
康
福
祉
課
内
︶

☎
（82）
1
1
1
5

担
当
地
域
⋮
小
見
川
区
・
山
田
区

　3月27日、教育委員会委員任命式が
行われました。齋藤豊香取市長職務執
行者から任命書の交付を受けた後、臨
時の教育委員会が開催され、委員長の
選挙および委員長職務代理者の指名、
教育長の互選が行われ次のとおり決ま
りました。
　なお、任期は市長選挙後に招集され
る議会の会期末日までです。
香取市教育委員会委員　※敬称略
委員長…………………………香取　浩
委員長職務代理者……………石田　幹
委　員…………………………篠塚政夫
委　員…………………………篠塚正洋
教育長…………………………秋山邦彦
問い合わせ　教育総務課  ☎（50）1220

選挙管理委員会委員長に
塚本敏男氏

　3月27日、旧1市3町の選挙管理委員
会委員による新市の選挙管理委員互
選会が行われました。4人の委員の選
出後、選挙管理委員会が開催され、次
のとおり決定しました。
　なお、任期は市長選挙後に招集され
る議会で新委員が選出されるまでとな
ります。
香取市選挙管理委員会委員　※敬称略
委員長……………塚本敏男　委員長職務代理者…本宮健一
委　員……………絵鳩昌之　委　員………………石橋敏夫

塚本敏男氏

香取　浩氏

小こ
ば
や
し林　

定じ
ょ
う
か
い海

氏

紺
綬
褒
章

投票所入場整理券

期日前投票

病院などでの不在者投票

選挙公報は新聞折り込みで

ポスターは市内330カ所に掲示

投票は、忘れずに

秋山邦彦氏

教育委員長に香取浩氏
教育長に秋山邦彦氏

　

山
田
町
収
入
役
と
し
て
、

昭
和
47
年
か
ら
12
年
に
わ
た

り
在
職
。
町
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

久く

保ぼ

田た

精せ
い

一い
ち

氏

瑞
宝
双
光
章
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「
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」

石
田　

衣
良
著

　

ポ
ッ
プ
ス
を
聴
く
よ
う
に
、

カ
ジ
ュ
ア
ル
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

を
楽
し
む
！　

心
の
キ
ャ
ン
バ

ス
を
広
げ
る
音
、
快
活
で
明
解

な
テ
ン
ポ
感
・
聴
き
手
の
心
を

グ
リ
ッ
プ
す
る
力
の
魅
力
を
語

り
尽
く
す
。
誰
も
書
か
な
か
っ

た
天
才
音
楽
家
の
す
べ
て
を
紹

介
。

「
み
ん
な
大
変
」渡

辺　

淳
一
著

　

ア
フ
リ
カ
の
草
原
を
、
威
風

堂
々
と
歩
く
ラ
イ
オ
ン
と
て
、

決
し
て
楽
に
は
生
き
ら
れ
な

い
。
み
ん
な
み
ん
な
、
生
き
て

い
く
の
は
大
変
で
、
だ
か
ら
こ

そ
ど
こ
か
で
互
い
に
頼
ら
れ
な

が
ら
、楽
し
く
て
幸
せ
な
の
だ
。

雄
と
雌
、
命
の
極
限
を
し
な
や

か
に
描
く
エ
ッ
セ
イ
。

「
と
っ
て
お
き
の
ド
イ
ツ
」

　

ビ
ー
ル
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
道
。
ド
イ
ツ

は
そ
ん
な
簡
単
な
言
葉
で
語
り

尽
く
せ
る
国
で
は
な
く
、
世
界

遺
産
か
ら
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ま

で
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

今
月
の
お
す
す
め

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ

ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
を
紹
介

し
ま
す
。
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
や
絵
本
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　3月12日に、小見川町民会館で開催された「ミュージアムコンサー
ト」。
　花に寄せるコンサートと題して、ソプラノの佐橋美起さんがヴァイ
オリン、チェロ、ピアノにあわせて美しい歌声を披露しました。小見川
中合唱部も特別出演して3曲を熱唱。アンコールを含む全21曲の演
奏に客席から大きな拍手があがりました。

▲会場を包む澄んだ歌声を披露する佐橋美起さん

　暖かい春の日差しがふりそそぐ4月1日、クラインガルテン栗源で
入村式が行われました。テープカットの後、利用者の皆さんはさっそく
ラウベへ。縁側で日なた
ぼっこをしたり、お隣さん
にごあいさつしたり、農
業指導インストラクター
との交流をしたり・・・。こ
れからの農家ライフに胸
をふくらませ、とてもにこ
やかな表情でした。

　五穀豊穣を祈る香取神宮のお田植祭が4月1日と2日に行われまし
た。
　1日には本殿の前庭で耕

こう

田
でん

式
しき

という儀式を執り行い、鍬
くわ

や鋤
すき

を田に
入れる儀式や農耕の牛、稚児さんが登場。地元の少女たちが歌を歌い
ながら、田舞の舞を披露しました。
　2日には参道の桜の下、神職、稚児さんや少女たちが行列を組み田
んぼに向かい、早乙女さんたちが昔の手振りで田植え歌を歌いなが
ら、実際に田植えを行いました。
　周囲にはたくさんの観光客が集まり、早春をつげる古式ゆかしい行
事を興味深く見ていました。

　

青
少
年
育
成
小
見
川
町
民
会
議

が
、
3
月
12
日
に
小
見
川
町
民
会
館

（
現
文
化
会
館
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
の
中
で
、
清
掃
活
動
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
芸
術
や
文
化
活
動
な
ど
、

善
意
や
親
切
心
か
ら
よ
い
行
い
を
し

た
青
少
年
に
、「
お
み
が
わ
少
年
賞
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
学

年
は
3
月
12
日
現
在
）

【
個
人
の
部
】

・
髙
橋
拓
哉
く
ん

　
（
小
見
川
北
小
6
年
）

・
木
内
彩
香
さ
ん

　
（
小
見
川
中
3
年
）

・
高
木
め
ぐ
み
さ
ん

　
（
小
見
川
中
3
年
）

【
団
体
の
部
】

・
小
見
川
中
学
校
合
唱
部

▲緊張の面持ちで表彰を受ける皆さん

場に響く歌声の「花」
ミュージアムコンサートin小見川会

々が集い、豊作を願う
早春の風物詩「お田植え祭」人

切に育てたい善意の心
小見川町民会議で善行表彰大

家ライフに胸ふくらませ
クラインガルテン栗源で入村式農

▲古式ゆかしい衣装で参列する稚児や少女たち

▲写真奥がラウベ（宿泊施設）

香取市には、楽しいイベントや
出来事が盛りだくさん。
ここでは、そんなホットなまちの
話題をご紹介します。
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「下総国の一宮　香取神宮」

Vol.1

千数百年の
人々の物語がここにある

香取遺産

　

香
取
神
宮
は
、
古
来
よ
り
下

総
国
の
一
宮
と
し
て
、
広
く

人
々
の
崇
敬
を
集
め
て
き
ま
し

た
。

　

主
祭
神
で
あ
る
経ふ

律つ

主ぬ
し

神

は
、
鹿
島
神
宮
の
主
祭
神
の

武た
け
み
か
づ
ち

甕
槌
神
と
と
も
に
武
徳
の
祖

神
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

香
取
神
宮
が
鎮
座
す
る
利
根

川
南
岸
の
丘
陵
は
﹁
亀か
め
が
せ
や
ま

甲
山
﹂

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
亀
の
甲

羅
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の

名
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
そ
の
全
体
が
﹁
香
取
神

宮
の
森
﹂
と
し
て
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
楼
門
か
ら
西
方
へ
続

く
道
が
表
参
道
で
し
た
。
そ
の

起
点
は
津つ

の
み
や宮

に
あ
り
、
こ
こ
に

は
現
在
も
木
製
の
浜
鳥
居
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

12
年
に
一
度
、
午う

ま

年
に
行
わ

れ
る
式
年
神じ

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
で
は
、
こ
こ

で
神
輿
を
御ご

座ざ

船ぶ
ね

に
乗
せ
て
利

根
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
佐
原
の

街
中
な
ど
を
巡
行
し
ま
す
。

　

社
伝
に
よ
れ
ば
創
始
は
神
武

天
皇
十
八
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
文
献
上
で
は
8
世
紀
中

頃
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る

﹁
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
国
風ふ

ど

き

土
記
﹂
に
香
取
神

宮
か
ら
分ぶ

ん

祀し

し
た
社
の
記
載
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
に

香
取
神
宮
は
存
在
し
、
周
辺
地

域
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

香
取
・
鹿
島
の
両
神
宮
は
、

大
和
朝
廷
の
東
国
支
配
の
拠
点

と
し
て
祀ま

つ

ら
れ
た
社
を
創
始
と

す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

古
代
に
お
い
て
は
香
取
と
鹿
島

の
間
に
は
、﹁
香
取
の
海
﹂
と

も
称
さ
れ
る
内
海
が
広
が
っ
て

い
て
、
外
海
に
も
つ
な
が
る
軍

事
的
な
要
衝
と
し
て
見
な
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
両
社
は
そ
の
掌

握
の
た
め
置
か
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、﹁
海か

い

夫ふ

注ち
ゅ
う
も
ん文

﹂
と
い

う
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
内
海

に
は
お
み
が
わ
の
津
・
つ
の
み

や
の
津
・
さ
わ
ら
の
津
な
ど
多

く
の
津
が
散
在
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
津
に
は
﹁
海
夫
﹂

と
呼
ば
れ
る
漁
民
が
存
在
し
、

香
取
神
宮
に
魚
介
類
を
神し

ん
せ
ん饌
と

し
て
貢
納
し
、
神
宮
を
航
海
や

操
船
の
神
と
し
て
信
仰
し
て
い

た
と
さ
れ
ま
す
。

　

天
正
18
年︵
1
5
9
0
︶に
徳

川
家
康
が
関
東
に
入
る
と
、翌

年
、朱
印
地
と
し
て
一
〇
〇
〇

石
が
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
江
戸
期
を
通
じ
て

社
領
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
明
治
期
に
な
る
と
旧
幕
府

封
地
は
明
治
政
府
に
返
上
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
香
取

神
宮
も
明
治
3
年︵
1
8
7
0
︶

12
月
に
社
領
を
政
府
に
上
地
し

ま
し
た
。
翌
年
5
月
に
は
官か

ん
ぺ
い幣

大
社
の
一
つ
に
列
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

古
く
か
ら
正
殿
の
遷
宮
造
替

が
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
元
禄

13
年︵
1
7
0
0
︶に
は
徳
川
幕

府
に
よ
り
大
規
模
な
造
営
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
際
に
建
て

ら
れ
た
本
殿
・
楼
門
は
、重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
香
取
神
宮
に

は
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
国
宝

の
海か

い
じ
ゅ
う
ぶ
ど
う
き
ょ
う

獣
葡
萄
鏡
は
、
8
世
紀
に

中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

と
さ
れ
、
正
倉
院
御
物
や
愛
媛

県
の
大お

お

山や
ま

祇ず
み

神
社
の
神
鏡
と
合

わ
せ
﹁
日
本
三
銘
鏡
﹂
と
称
さ

れ
て
い
ま
す
。
千
葉
県
の
工
芸

品
で
唯
一
の
国
宝
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
文

化
財
班　

☎
（50）
1
2
4
4

香
取
神
宮
の
創
始

貴
重
な
文
化
財
が
多
数

ま
り
知
ら
な
い
、
躍
動
と
変
化

が
続
く
ド
イ
ツ
の
旅
を
紹
介
。

○
お
す
す
め
絵
本

　

絵
本
は
子
ど
も
の
心
の
成
長

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
ま
た
、
大
人
に
も
深
い
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

　
　
　
　
　
　

大
村
百
合
子
絵

　

お
料
理
す
る
こ
と
、
食
べ
る

こ
と
が
大
好
き
な
、
の
ね
ず
み

の
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
お
話
。
昭
和

38
年
出
版
以
来
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
変
わ
ら
ぬ
人
気
を
得
て
い

る
本
で
す
。
ゆ
っ
く
り
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
文

章
、
い
つ
の
子
ど
も
の
感
覚
に

も
ぴ
っ
た
り
合
う
の
で
し
ょ
う
。

　鮮やかな緋
ひ

の袴
はかま

姿のお稚児さんが神
か ぐ ら

楽殿
でん

に並ぶと、たちまち華や
いだ雰囲気になった八

や

重
え

垣
がき

神社境内。春とはいえ冷たい風が吹き付
けた3月20日、新

にっ

里
さと

で神
か ぐ ら さ い

楽祭が行われました。見守るのは「お稚児の
孫を見に」と話す人や「神楽を舞うお父さんの応援」という親子などの
地元の観客と、毎年遠方から通ってくる常連たち。一方、奉納する新里
芸能保存会（秋葉豊会長）には大人の中に加わったばかりの中学生の
姿もあり、世代を越えて地域の伝統を守り育てています。

の
学
校
で
は
漁
業
組
合
か
ら
卵
や
稚

魚
を
分
け
て
も
ら
い
放
流
し
ま
し
た
。

　

10
年
前
か
ら
卵
の
ふ
化
・
飼
育
に

取
り
組
ん
で
き
た
八
都
小
で
も
３
月

22
日
、
5
年
生
が
約
8
0
0
匹
を
栗

山
川
（
多
古
町
）
に
放
流
。
大
事
に

育
て
て
き
た
稚
魚
の
旅
立
ち
を
、
み

ん
な
で
見
送
り
ま
し
た
。

　
「
鮭さ
け

が
ま
だ
そ
こ
を
泳
い
で
い
る

よ
」│
│
子
ど
も
た
ち
が
水
面
を
の

ぞ
き
込
み
、
放
流
し
た
ば
か
り
の
稚

魚
を
目
で
追
い
か
け
る
光
景
が
、
こ

の
春
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

鮭
は
昨
年
、
市
内
や
近
隣
の
町
で

多
数
目
撃
。
川
を
き
れ
い
に
す
る
活

動
と
も
重
な
り
、
市
内
の
い
く
つ
か

▲見守る人々の前で伝統の舞を披露

▲５センチにも満たない稚魚を優しく放
　流する子どもたち

域で守る伝統の舞
八重垣神社の白川流十二座神楽地

てた稚魚、元気に旅立て
児童が鮭の稚魚を栗山川へ放流育

国宝海
かいじゅうぶどうきょう

獣葡萄鏡

2006年（平成 18年）4月 15日� 広報【まちかど通信】
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
技
能
を

取
得
す
る

■
対
象　

18
歳
以
上

■
日
時

◇
基
礎
入
門
コ
ー
ス

︿
短
期
﹀　

6
月
12
日
か
ら
22
日

ま
で
の
毎
週
月
・
火
曜
日　

9

時
～
12
時

︿
普
通
﹀　

6
月
13
日
か
ら
7
月

4
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

13

時
30
分
～
12
時
30
分
ま
た
は
18

時
～
21
時

︿
普
通
﹀　

6
月
12
日
か
ら
22
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　

13
時
30

分
～
16
時
30
分

◇
ワ
ー
ド
エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー
ス

︿
普
通
﹀　

6
月
16
日
か
ら
7
月

7
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

13

時
30
分
～
16
時
30
分

︿
普
通
﹀　

6
月
16
日
か
ら
7
月

7
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

18

時
～
21
時

■
場
所　

小
見
川
プ
ラ
ザ

■
受
講
料　

3
0
0
0
円

■
定
員　

1
0
8
人

　

5
月
8
日
㈪
か
ら　

生
涯
学

習
課　

☎
（80）
1
1
0
0

　

基
本
的
発
音
・
簡
単
な
会
話

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
日
時
︵
8
月
13
日
を
除
く
︶

◇
中
国
語
講
座　

7
月
9
日
か

ら
9
月
3
日
ま
で
の
毎
週
日
曜

日　

13
時
～
15
時

◇
韓
国
語
講
座　

7
月
9
日
か

ら
9
月
3
日
ま
で
の
毎
週
日
曜

日　

10
時
～
12
時

■
場
所　

小
見
川
プ
ラ
ザ

■
受
講
料　

3
0
0
0
円

■
定
員　

各
20
人

　

5
月
8
日
㈪
か
ら　

生
涯
学

習
課　

☎
（80）
1
1
0
0

　

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
通
し
、

新
た
な
知
識
・
技
術
な
ど
を
学

び
、人
の
輪
を
広
げ
る
場
で
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
一
般
成

人
で
、
毎
回
参
加
可
能
な
人

■
日
時　

5
月
24
日
㈬
か
ら
全

8
回

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
ほ

か■
募
集
人
員　

45
人

■
参
加
費　

5
0
0
円
︵
保
険

料
な
ど
︶
ほ
か
実
費
負
担
あ
る

場
合
あ
り

　

4
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
な

ど
で
佐
原
教
育
事
務
所
生
涯
学

習
推
進
課　

☎
（50）
1
2
2
3

※
申
し
込
み
は
、
1
講
座
の
み

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
生

き
と
過
ご
す
た
め
の
情
報
提
供

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ィ
シ
ョ
ン
の
場

で
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
で
、
毎
回
参
加
可
能
な
人

■
日
程　

5
月
31
日
㈬
か
ら
全

8
回

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
ほ

か■
募
集
人
員　

45
人

■
参
加
費　

5
0
0
円
︵
保
険

料
な
ど
︶
ほ
か
実
費
負
担
あ
る

場
合
あ
り

　

4
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
な

ど
で
佐
原
教
育
事
務
所
生
涯
学

習
推
進
課　

☎
（50）
1
2
2
3

※
申
し
込
み
は
、
1
講
座
の
み

■
対
象　

一
般
市
民

■
日
時　

第
1
水
曜
日　

13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
定
員　

30
人

■
教
材
費　
　

4
0
0
0
円

■
受
付
日
時　

月
曜
日
を
除
く

30
日
㈰
ま
で　

8
時
30
分
～
16

時
30
分

　

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
佐
原
中
央
公
民
館

窓
口
に
教
材
費
を
添
え
提
出
く

だ
さ
い
。
☎

（55）
1
1
5
1

　

い
ろ
い
ろ
な
材
料
や
道
具
を

使
っ
て
工
作
を
楽
し
む

■
対
象　

小
学
生

■
日
時　

︿
プ
ラ
バ
ン
工
作
﹀
5
月
13
日

㈯　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

︿
ふ
う
せ
ん
お
も
ち
ゃ
﹀　

6
月
10

日
㈯　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
会
費　

2
0
0
円︵
2
回
分
︶

■
定
員　

30
人

　
　

5
月
7
日
㈰
ま
で
に
山
田

児
童
館　

☎
（78）
2
1
4
2

■
対
象　

県
内
に
在
住
・
在
勤

■
日
程　

5
月
21
日
㈰
か
ら
23

日
㈫
・
6
月
9
日
㈮

■
場
所　

千
葉
県
西
部
防
災
セ

ン
タ
ー︵
松
戸
市
︶ほ
か
2
会
場

■
参
加
費
用　

1
人
1
3
9
0
0
円
︵
学
生

9
9
0
0
円
︶

■
定
員　

40
人︵
申
込
先
着
順
︶

　
　

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
委
員
会

☎
0
3︵
3
5
8
4
︶4
0
8
5

　

毎
週
日
曜
日
に
折
り
紙
で
飛

行
機
を
作
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。

よ
く
飛
ぶ
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

■
場
所　

航
空
科
学
博
物
館

　

航
空
科
学
博
物
館

☎
0
4
7
9

（78）
0
5
5
7

■
対
象　

一
般
男
・
女
チ
ー
ム

■
日
時　

5
月
7
日
㈰　

8
時

開
会
、
14
日
㈰
︵
雨
天
順
延
予

備
日
28
日
㈰
︶

■
場
所　

河
川
敷
野
球
場

■
参
加
費　

2
0
0
0
円
︵
登

録
料
1
0
0
0
円
︶

※
抽
選
会
を
4
月
27
日
㈭
、
18

時
か
ら
香
取
市
民
体
育
館
会
議

室
で
行
い
ま
す

　

4
月
26
日
㈬
ま
で
に
体
育
協

会
佐
原
支
部　

☎
（55）
0
0
0
3

　
﹁
香
取
市
﹂
の
発
足
に
伴
っ

て
、
佐
原
警
察
署
と
小
見
川
警

察
署
を
統
合
し
ま
し
た
。

　

旧
佐
原
警
察
署
の
名
称
は

﹁
香
取
警
察
署
﹂
に
変
更
と
な

り
﹁
香
取
市
﹂、﹁
香
取
郡
神
崎

町
﹂、﹁
香
取
郡
多
古
町
﹂、﹁
香

取
郡
東
庄
町
﹂を
管
轄
し
ま
す
。

　

旧
小
見
川
警
察
署
は
﹁
香
取

警
察
署
小
見
川
分
庁
舎
小
見
川

幹
部
交
番
﹂
と
な
り
、
旧
小
見

川
警
察
署
の
管
轄
区
域
の
治
安

を
守
る
業
務
や
免
許
更
新
手
続

き
な
ど
窓
口
業
務
を
引
き
続
き

担
当
し
ま
す
。 

　

日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露
す
る

春
の
文
化
協
会
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
特
に
今
年
は
、
小
見
川

文
化
協
会
創
立
50
周
年
を
記

念
し
て
式
典
・
講
演
会
や
永
山

友
美
子
さ
ん
に
よ
る
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
ハ
ー
プ
の
演
奏
会
な
ど
が

開
か
れ
ま
す
。

■
日
時　

5
月
5
日
㈷
～
7
日

㈰　

9
時
～
16
時
30
分
︵
演
奏

会
は
、
5
月
5
日
㈷　

13
時
30

分
か
ら
小
見
川
文
化
会
館
で
開

催
。
入
場
無
料
︶

■
場
所　

小
見
川
文
化
会
館
・

小
見
川
プ
ラ
ザ

　
　

生
涯
学
習
課　☎

（80）
1
1
0
0

　

ア
ジ
ア
を
中
心
に
流
行
し
て

い
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
2
月
に
な
り
欧
州
な

ど
に
も
発
生
が
拡
大
し
、
わ
が

国
で
も
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

発
生
予
防
・
ま
ん
延
防
止
の

た
め
養
鶏
農
家
へ
は
対
応
策
な

ど
が
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

趣
味
な
ど
で
家か
き
ん禽

類
︵
鶏
・
あ

Ｉ
Ｔ

作
っ
て
遊
ぼ
う
教
室

災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　房のように長く下垂して咲くあでやかな藤の花は、古来
より日本人に愛され親しまれてきました。
　水生植物園では、4月下旬から藤の花の見ごろを迎えます｡
　園内には13の藤棚があり、とりわけ100メートルの藤の
トンネルは圧巻です。
　ぜひ、家族、友達お誘いの上、お楽しみください｡

中
国
語
・
韓
国
語

暮
ら
し
の

情
報

４
月

折
り
紙
飛
行
機
教
室

春
季
市
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
・
防
止

小
見
川文

化
協
会
展

お知らせ

講座
催し

■日　時　4月22日（土）～5月5日（祝）　
　　　　　9時～16時30分
■入園料　4月…大人200円、小中学生100円　
　　　　　5月…大人500円、小中学生250円

　問水郷佐原水生植物園　☎（56）0411

藤のトンネル歩いたことありますか藤のトンネル歩いたことありますか
観藤会へのおさそい

さ
わ
や
か
セ
ミ
ナ
ー

ポ
プ
ラ
学
級

絵
手
紙
教
室

警
察
署
の

所
管
・
名
称
変
更

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募



� 広報 2006年（平成 18年）4月 15日【暮らしの情報】

空いっぱいの鯉のぼり見たことありますか

　市民生活課　☎（54）1138　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）2113　　市民環境課　☎（75）2113

佐原区事務所　　5月17日（水）　予約日5月 8日（月）
山田区事務所　　5月24日（水）　予約日5月18日（月）

●行政相談・人権相談　5月19日（木）　13時30分～15時30分
　市民生活課　☎（54）1138

●消費生活相談　9時～17時
　市民生活課　5月11日（木）・25日（木）　☎（54）1138
　市民環境課　5月 4日（木）・18日（木）　☎（82）1114

●交通事故相談　10時～15時　要予約
　環境安全課　5月 9日（火）・23日（火）　☎（50）1213
　市民環境課　5月18日（木）　　　　　　 ☎（82）1123

●子育て相談	 月～金曜日（祝祭日を除く）　8時30分～17時15分
　大倉保育所　☎（57）0643　たまつくり保育所　☎（55）9500
●心配ごと相談　10時～15時	
　社会福祉協議会本所　　　　5月11日（木）　☎（54）4410
　社会福祉協議会小見川支所　5月18日（木）　☎（83）7071
　社会福祉協議会山田支所　　5月25日（木）　☎（78）1056

●精神保健福祉相談　3～4回／月　13時30分～15時　要予約
●エイズ検査　第2・4月曜日　13時～14時受付
●未熟児等健康相談　5月19日（金） 13時～13時30分受付　要予約
●配偶者からの暴力に関する相談　毎週水曜日　9時～17時　要予約
　☎（52）9310
●女性のための健康相談　第4木曜日　13時30分～15時	 要予約
　☎（52）9157

市民相談

法律相談

香取健康福祉センターの相談　☎（54）９１６１

ひ
る
・
う
ず
ら
・
七
面
鳥
な
ど
︶

を
飼
養
し
て
い
る
人
も
、
発
症

を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

○
飼
育
小
屋
に
は
金
網
や
防
鳥

ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど
し
、
野
鳥

や
野
生
動
物
と
の
接
触
を
防

ぐ
。
ま
た
、
え
さ
や
水
に
も
野

鳥
の
接
触
を
防
ぐ

○
鳥
や
ふ
ん
な
ど
に
接
触
後

は
、
手
洗
い
や
う
が
い
を
す
る

○
飼
育
小
屋
は
、
衛
生
的
に
飼

養
す
る

○
家
禽
が
同
じ
症
状
で
死
亡
す

る
な
ど
異
常
発
見
時
は
、
家
畜

保
健
衛
生
所
に
相
談
す
る

○
家
禽
を
遺
棄
せ
ず
、
自
己
の

責
任
で
管
理
す
る

　

千
葉
県
北
部
家
畜
保
健
衛
生

所　

☎
（54）
1
2
9
1

農
政
課　

☎
（50）
1
2
5
8

※
家
禽
と
は
、
そ
の
肉
・
卵
・

羽
毛
な
ど
を
利
用
す
る
た
め
に

飼
育
す
る
鳥
の
総
称

　

千
葉
県
で
は
、
悲
惨
な
交
通

事
故
を
な
く
す
た
め
、
地
域
で

活
動
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

︵
交
通
安
全
推
進
隊
︶
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
隊
員
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
、
帽

子
の
支
給
お
よ
び
研
修
の
実
施

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
対
象　

平
成
2
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
、県
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
し
、
月
１
回
以
上

活
動
可
能
な
人

■
定
員　

小
学
校
区
な
ど
を
単

位
に
5
～
20
人
程
度

■
応
募
方
法　

県
民
セ
ン
タ
ー
、

香
取
市
役
所
各
区
事
務
所
、
警

察
署
に
置
い
て
あ
る
応
募
用
紙

に
記
入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
持
参
。千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

　
　

5
月
10
日
㈬
︵
必
着
︶
ま

で
に
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー
県
政

情
報
課　

☎
0
4
3︵
4
8
3
︶2
4
5
0

県
交
通
安
全
対
策
課　

☎
0
4
3︵
2
2
3
︶2
2
6
3

■
日
時　

7
月
19
日
㈬　

14
時

～
16
時

■
試
験
会
場　

幕
張
メ
ッ
セ
国

際
展
示
場
展
示
ホ
ー
ル
5

■
受
付
期
間　

5
月
16
日
㈫
か

ら
18
日
㈭

■
願
書
配
布　

香
取
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
中

　

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
福
祉
課
☎

（52）
9
1
6
1

■
種
目　

①
一
般
、
技
術
幹
部

候
補
生　

②
歯
科
、
薬
剤
幹
部

候
補
生

■
対
象　

①
一
般
・
技
術
幹
部

候
補
生
は
20
歳
以
上
26
歳
未

満
︵
22
歳
未
満
は
大
卒
者
ま
た

は
見
込
み
者
︶
ま
た
は
28
歳
未

満
の
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

︵
見
込
み
者
︶　

②
歯
科
・
薬
剤

幹
部
候
補
生
の
歯
科
は
20
歳
以

上
30
歳
未
満
で
専
門
の
大
学
卒

︵
見
込
み
︶、
薬
剤
科
は
20
歳
以

上
26
歳
未
満
で
専
門
の
大
学
卒

︵
見
込
み
︶
ま
た
は
28
歳
未
満

の
専
門
の
大
学
院
修
士
課
程
修

了
者
︵
見
込
み
者
︶

■
試
験　

1
次
は
5
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

2
次
は
6
月
20
日
㈫
～
22
日
㈭

3
次
は
7
月
22
日
㈯
～
8
月
3

日
㈭

　
　

5
月
12
日
㈮
ま
で
︵
締
切

日
必
着
︶
に
自
衛
隊
旭
募
集
事

務
所
☎
0
4
7
9

（62）
0
9
7
1

　

近
年
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、

高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病

が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
に
も

こ
の
よ
う
な
病
気
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

自
分
や
家
族
の
食
事
・
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

65
歳
以
下
の
人
︵
過

去
に
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
を

終
了
し
た
人
は
申
し
込
み
不

可
︶

■
日
時　

9
時
30
分
～
13
時

︿
佐
原
会
場
﹀　

6
月
1
日
㈭
・

7
月
20
日
㈭
・
8
月
24
日
㈭
・

9
月
29
日
㈮
・
10
月
27
日
㈮

︿
小
見
川
会
場
﹀　

11
月
14
日
㈫
・

12
月
１
日
㈮
・
１
月
16
日
㈫
・

2
月
20
日
㈫
・
3
月
16
日
㈮

■
場
所　

︿
佐
原
会
場
﹀
佐
原
保
健
セ
ン

タ
ー

︿
小
見
川
会
場
﹀
小
見
川
福
祉

セ
ン
タ
ー
︵
さ
く
ら
館
︶

■
内
容　

○
生
活
習
慣
病
︵
糖
尿
病
・
高

血
圧
・
高
脂
血
症
︶
予
防

○
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
・
骨
密

度
測
定

○
調
理
実
習

■
費
用　

材
料
費
負
担

■
定
員　

30
人

　

４
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮
ま
で

に
各
区
事
務
所
へ　

　

保
健
セ
ン
タ
ー　☎

（50）
1
2
3
5

　

健
康
福
祉
課　

☎
（82）
1
1
1
5

　

保
健
セ
ン
タ
ー　☎

（78）
2
1
4
2

　

保
健
セ
ン
タ
ー　☎

（75）
3
0
0
0

■
開
館
時
間　

9
時
か
ら
21
時

■
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始

■
使
用
料　

グ
ル
ー
プ
で
カ
ラ

オ
ケ
・
卓
球
な
ど
を
利
用
す
る

場
合
は
、使
用
料
が
必
要
で
す
。

9
時
～
12
時　

3
0
0
円

13
時
～
17
時　

4
0
0
円

18
時
～
21
時　

4
0
0
円

　

使
用
日
の
2
カ
月
前
か
ら
5

日
前
ま
で
に
申
請
書
を
み
ず
ほ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
提
出　

☎
（54）
6
9
6
3

健康
福祉

交
通
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

調
理
師
試
験

自
衛
隊
一
般
幹
部

候
補
生

　4月下旬から5月上旬に空と山と水に囲まれた橘ふ
れあい公園では、堰上空を約200匹の鯉のぼりが元
気よく泳ぐ姿が見られます。また、こどもの日にちな
んだ楽しいイベントを開催します。

ヘ
ル
シ
ークッ

キ
ン
グ

身近な相談室
閉庁日を除く毎日　8時30分～16時30分　各区事務所

市民対象　8時30分～14時　予約は市民課（50）1228
受付は予約日の８時30分から10人まで

市の施設

募集そのほかの相談

■日　　時　5月3日（祝）　10時～15時
　　　　　　（雨天時　5月4日（祝）に順延）
■場　　所　橘ふれあい公園　
■イベント　みんなで楽しもう！鯉のぼりゲーム/昔懐
かしい遊び（竹馬・水鉄砲）/せせらぎ川で魚と遊ぼう！
/自然満喫「里山散策」/青空フリーマーケット/ボート水
上散策など

問　産業振興課　☎（78）1051

空いっぱいの鯉のぼり見たことありますか



る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
申
し
込

み
さ
れ
ま
す
と
、
金
融
機
関
窓

口
へ
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納

付
忘
れ
も
な
い
た
め
と
て
も
便

利
で
確
実
で
す
。
各
区
事
務
所

税
務
課
、
ま
た
は
金
融
機
関
の

窓
口
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
　

税
務
課
☎

（50）
1
2
0
5

　
　

税
務
課
☎

（82）
1
1
1
3

　
　

税
務
課
☎

（78）
2
1
1
5

　
　

税
務
課
☎

（75）
2
1
1
2

1歳
10カ月

1歳
 9カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

パ
パ 

勲
さ
ん
／
マ
マ 

久
子
さ
ん

●
山や

ま

﨑ざ
き 

恵め
ぐ
み

ち
ゃ
ん（
佐
原
イ
）

食いしん坊の拓海です。
サツマイモが大好き！！
大きくなってね。

パ
パ 

茂
さ
ん
／
マ
マ 

秀
美
さ
ん

●
斉さ

い

田た 

あ
や
め
ち
ゃ
ん（
岩
ケ
崎
台
）

パ
パ 

誠
さ
ん
／
マ
マ 

美
由
貴
さ
ん

●
伊い

藤と
う 

舜し
ゅ
ん

く
ん（
大
倉
丁
子
）

人
口
約
8
万
8
千
人
の
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。
人
口
が
増
え
た

と
い
う
こ
と
は
、
単
純
に
趣
味

や
ス
ポ
ー
ツ
、
勉
強
な
ど
の
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
増
え

た
は
ず
で
す
。
一
人
で
も
多
く

の
活
躍
を
広
報
に
登
場
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
紙
面
づ
く
り
に

頑
張
り
た
い
で
す
。
創
刊
号
と

2
号
を
無
事
発
行
で
き
ま
し
た

が
、
バ
タ
バ
タ
と
時
間
ば
か
り

過
ぎ
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
満
足

で
き
る
紙
面
に
仕
上
が
っ
て
い

る
か
が
不
安
で
す
。
ま
た
、
市

域
が
広
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
以
上
に
取
材
の
時
間
が

か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
間
の
ロ
ス
を
カ
バ
ー
し
、

紙
面
づ
く
り
の
時
間
を
作
る
の

が
今
後
の
課
題
で
す
。　
　
︵
H
︶

　

本
名
、
五
喜
田
正
巳
。
短

歌
歴
60
年
以
上
。
現
在
は

日
本
文
芸
家
協
会
、
現
代
歌

人
協
会
、
日
本
詩
人
ク
ラ

ブ
︵
理
事
︶、
日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
、
千
葉
県
歌
人
ク
ラ
ブ

︵
顧
問
︶、
千
葉
県
詩
人
ク
ラ

ブ
︵
理
事
︶
な
ど
の
文
芸
団

体
に
所
属
。

　

広
報
か
と
り
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
さ

れ
た
短
歌
と
俳
句
を
毎
月
15
日
号
で
紹
介
し
ま
す
。

今
号
で
は
短
歌
の
選
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　

短
歌
は
俳
句
と
違
っ
て
季
語
を
入
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

ル
ー
ル
は
五
・
七
・
五
・
七
・
七
と
い
う
リ
ズ
ム
だ
け
で
す
。
し
か

し
実
際
に
は
字
余
り
、
字
足
ら
ず
が
あ
り
ま
す
の
で
原
則
と

い
っ
て
も
、
例
外
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。

　
﹁
短
歌
ら
し
い
短
歌
﹂
な
ん
て
や
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
見

た
も
の
、
感
じ
た
も
の
を
自
由
に
作
っ
た
方
が
良
い
歌
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。﹁
短
歌
ら
し
く
﹂
と
言
う
考
え
で
作
っ
て
は
、

読
み
手
に
感
動
は
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。
言
葉
に
あ
ま
り
気
を

使
わ
ず
、
ず
ば
り
感
じ
た
も
の
を
自
分
の
知
っ
て
い
る
言
葉
で

作
る
と
作
り
や
す
さ
も
変
わ
る
で
し
ょ
う
し
、
個
性
の
発
揮
な

ど
も
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

パ
パ 

秀
直
さ
ん
／
マ
マ 

祐
子
さ
ん

●
髙た

か

木ぎ 

拓た
く

海み

く
ん（
高
野
）

ぼくの大好きな、きかんしゃ
トーマスを描きました。

ギャラリー
小見川幼稚園

五ご

き

た

喜
田 

正ま
さ

巳み 

氏

年月 科目 期別および納期限日

平成18年
4月

固定資産税
国民健康保険税
介護保険料

第1期
5月1日（月） 
4月30日が

日曜日のため

5月
軽自動車税 第1期

5月31日（水）国民健康保険税
介護保険料

第2期

6月
市県民税 第1期

6月30日（金）国民健康保険税
介護保険料

第3期

7月
固定資産税 第2期

7月31日（月）国民健康保険税
介護保険料

第4期

8月
市県民税 第2期

8月31日（木）国民健康保険税
介護保険料

第5期

9月
固定資産税 第3期 10月2日（月） 

9月30日が
土曜日のため

国民健康保険税
介護保険料

第6期

10月
市県民税 第3期

10月31日（火）国民健康保険税
介護保険料

第7期

11月
固定資産税 第4期

11月30日（木）国民健康保険税
介護保険料

第8期

12月
国民健康保険税
介護保険料

第9期 12月28日（木）

平成19年
1月

市県民税 第4期
1月31日（水）国民健康保険税

介護保険料
 第10期

固定資産税・都市計画税（第 1期）

国民健康保険税

介護保険料

人口と世帯今月の納期限
5月1日（月） 4月1日現在

人　口／88,643人
　　　男43,953人
　　　女44,690人
世帯数／28,891戸

小
お

川
がわ

　隼
しゅんぺい

平くん

　

平
成
18
年
度
の
市
税
な
ど
の

納
期
限
日
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

納
付
場
所
は
、各
区
事
務
所
、

金
融
機
関
︵
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
・
み
ず
ほ
銀
行
・
千
葉
銀

行
・
千
葉
興
業
銀
行
・
京
葉
銀

行
・
千
葉
信
用
金
庫
・
佐
原
信

用
金
庫
・
銚
子
信
用
金
庫
・
銚

子
商
工
信
用
組
合
・
佐
原
市
農

業
協
同
組
合
の
本
支
店
・
か
と

り
農
業
協
同
組
合
の
各
支
店
︶、

郵
便
局
︵
関
東
地
方
お
よ
び
山

梨
県
内
の
郵
便
局
︶
で
納
付
す

市
税
な
ど
の
納
期
限
日

平成18年度

うちの子みて見てうちの子

「きかんしゃトーマス」

ちょうちょやみちばちが、
花のみつをすいにきました。

越
こしかわ

川　真
ま い

衣ちゃん

「楽しい春がやってくる」

　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
短
歌
2
首
・
俳
句
2
句
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
短
歌
﹂
ま
た
は
﹁
俳
句
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

掲
載
さ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（第 1 期）

（第 1 期）

ギャラリー

■
作
品
を
募
集

■
短
歌
の
世
界
に
ふ
れ
て
み
よ
う

文 

芸
文 

芸

プーさん・イチゴ・シャボ
ン玉、大〜好き！！

お兄ちゃん大好き！
いつも一緒だよ！

乗りもの大好き。
特に働く車に夢中だよ。

「
香
取
歌
壇
」
選
者

広報 �2006年（平成 18年）4月 15日 【市民のひろば】


